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訪 問 調 査 日 平成 27 年 7 月 13 日

評価結果確定日

社会福祉法人同朋会が開設した当施設は、福祉の理念に基づいた運営
を行っています。当施設は、併設施設（特別養護老人ホーム・デイ
サービスセンター・ケアプランセンター・宇美町在宅介護支援セン
ターを併設）としての利点を活用し、行事･レクリエーションなどの
充実、管理栄養士による食事の提供、介護･看護面の支援、家族相談
に対する支援など各施設からサポートが受けられます。また、ホーム
の立地として自然に囲まれていますので、四季を身近に感じていただ
けます。利用者様へのケアに関しては、利用者様・御家族、介護職
員、法人（施設）代表の3者が協力して、認知症高齢者に対し充実し
た介護サービスを継続安定して行えるよう日々努力しています。介護
職員も共に寄り添える介護、共に活動できる介護をモットーに、利用
者様のより多くの声や要望にお応えできるように、精進して参りたい
と思っております。

http://www.kaigokensaku.jp/

山の麓にある閑静な住宅街に位置しており、近くには学校や公園があ
る。4階建ての建物で、3階と4階がグループホームとなっている。廊
下、食堂、リビングは広々とし開放感がある。特別養護老人ホームな
どの併設施設や町からの委託を受けた在宅介護支援サンタ―があり、
地域からの相談を受けたり、行政機関との連携が図れ協力関係を築く
ように取組んでいる。利用者と家族を招いて「桜見会」を開催し、家
族から運営についての意見を伺うなど意見交換の場を設けている。ボ
ランティアの受入や地域住民との地域行事や施設行事を通しての交流
も積極的に行われている。職員は理念に基づいた利用者本意のケアを
実践し、意識づけが徹底されている。そのことは、利用者の表情から
も見て取れる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

2ヶ月に1回、会議を開催している。行政
職員や民生委員、利用者の家族、利用者
の参加がある。会議では、利用者の状況
やサービスの実際を報告している。家族
から取入れてほしいレクレーションや外
出などの要望や意見が出れば実際の活動
に取り入れている。

在宅介護支援センターを町から事業受託
している。地域からの相談もあり、地域
の実情などを情報共有できている。成年
後見制度利用手続きのため、行政へ相談
したり協力関係を築けるよう取り組んで
いる。

4

運営推進会議では報告内容を資料として
まとめ、それを基に話し合いをしてい
る。出された意見は後日議事録にまと
め、改善の検討をしている。また、どの
ような内容を会議で取り上げて欲しいか
開催の度に参加者全員に必ず伺うように
したり、前回での指摘項目に対し検討結
果を次回の開催時の最初に伝えている。

5

定期的に機関紙「あゆみ」の持参をした
り、入所待機の相談をするなど行政担当
者と行き来する機会がある。行政と共に
サービスの質の向上に取り組んでいる。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

事業所独自の理念があり、玄関・スタッ
フルーム、廊下に掲示されている。職員
は毎日の朝礼時に唱和している。ミー
ティングやカンファレンス時には理念に
基づいたケア等について話合いを行う機
会があり、職員間で共有できている。利
用者の尊厳や理念に基づいたケアを念頭
に日々実践に取り組んでいる。

外部評価

4

2

1

2

―3

ヘルパー2級や介護福祉士の実習生受入を
している。地元の老人会の見学を受け入
れている。中学生の職場体験の受入もし
た。

「利用者の尊厳保持に努め、その方らし
さを追及し、安らかな生活環境と心ある
ケアに取り組む。また、地域と交流し事
業所の機能を地域に還元する。」を理念
としている。理念を朝礼時に声に出して
読んでいる。職員全体会議の時に管理者
を交えて、ケアについて話し合いをして
いる。また、新人職員に理念の配布もし
ている。

事業所便りを役場や関係機関、民生委員
に配布し、事業所のホームページにも掲
載している。地域での年2回の清掃活動や
夏祭りに利用者と共に参加している。事
業所主催の夏祭りには地域の子ども達の
太鼓の催し物を取入れ、住民の参加も多
い。事業所の七夕、クリスマスの飾りつ
けに近隣の小学校が参加し、交流会を開
催して、良好な関係性が築かれている。

介護支援専門員の実習生受入をしてい
る。夏祭りの時も近隣の方に声をかけて
きていただいている。中学生の職場体験
の受入もした。また、地域の清掃活動へ
の参加もしている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

玄関にチャイムを設置している。建物の
構造上、やむを得ず玄関は施錠している
が、入所時に家族に説明を行い同意をも
らっている。昼食時には鍵を開ける時間
を設けている。職員は利用者の外出傾向
を把握し、見守りや付き添いをしてい
る。センサーマット必要時は家族へ説明
し同意書をもらっている。見直しや検討
を行い、必要がなくなれば撤去してい
る。

8

職員には地域権利擁護事業･成年後見制度
に関する資料をインターネットで探し勉
強会を行った。制度に関するパンフレッ
トをホームの玄関に用意し誰でも手に
取って見られるようにしている。

6

成年後見人制度や日常生活自立支援事業
については、必要時家族に説明を行って
いる。運営推進会議でも制度についての
説明を行ったり、広報誌に掲載してい
る。職員は内部研修で学ぶ機会があり、
伝達研修もなされている。パンフレット
が玄関に設置されている。

6 5

10

職員に話し易い様ななじみの関係を作る
ように努め、適宜意見や不満を伺うよう
にしている。契約時に苦情処理について
家族に説明をしている。又、重要事項説
明書に苦情の受付機関の所在地･電話番
号･ファックス番号を掲載している。介護
計画書を家族に送付する時に要望を伺う
用紙を同封している。家族面会時に何か
要望がないか伺っている。玄関に意見箱
を設置している。

7

運営推進会議には利用者や家族も参加し
ている。意見が出にくい時は、来所時に
声掛けを行い、意向を聞いている。利用
者との日々の会話の中で、季節行事に出
かけたい等の要望があれば、行事計画担
当職員が計画を立て、運営に反映させて
いる。4月に「桜見会」を開催し、家族を
招き利用者と一緒に会食や職員による催
物が行われたり、家族から一言意見を頂
く機会を設けている。

9

契約・解約時に必ず充分な説明（重要説
明事項を用いて）を行う機会を設けてい
る。契約前は出来るだけ利用者･家族に見
学をしてもらい、分からない事があれば
聞いてもらうようにしている。解約前に
は家族と連絡を取り、困難な状況の報告･
説明を行い一緒に解決策を考えてもらう
ようにしている。

―

―7

施設全体で定期的に事故再発防止委員会･
身体拘束廃止委員会の場で話し合いをし
ている。その場で出た意見や情報は職員
全員に回覧している。又、入浴時に身体
の観察を行い、原因不明のあざ等があれ
ば、なぜそのあざ等が出来たか職員皆で
話し合って考えている。

身体拘束しない為に、職員同士が注意し
あって、特に転倒転落の危険性の高い利
用者に対しては常に誰かが見守りをした
り職員と同じ部屋で過していただいたり
している。建物の構造として、グループ
ホームが三階と四階になっており、利用
者単独での階段利用の危険がある為、ユ
ニットの玄関は終日施錠している。

短時間ではあるが、利用者が落着いてい
る時間を利用して玄関を施錠しないケア
を実施されている。今後も鍵をかけずに
安全に過ごせる工夫をお願いしたい。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

―

11

月に1度ミーティングを行っており、そこ
で出た意見を文章にまとめて管理者･運営
者に報告している。同じ書類をそれぞれ
のユニットで回覧している。急を要する
案件は、その都度リーダーが直接運営者
や管理者に伺っている。又、ミーティン
グに運営者･管理者が出席して直接職員に
意見を聞いている。

8

管理者はミーティング時に職員から利用
者のケアについて意見が出れば、ケアプ
ランや運営にに反映できるよう努めてい
る。職員と管理者はお互いに、意見が言
えて相談しやすい関係性が築かれてい
る。

職員の採用にあたっては、労働基準法の
定めるところにより行っている。個々の
能力を生かした行事等に取り組ませてい
る。資格取得については勤務日などに配
慮している。

9

10

採用選考では特定の理由で採用対象から
排除することはない。施設長は職員の業
務負担軽減や希望休、有給が取やすいよ
う配慮している。毎年昇給があり、その
能力を発揮して仕事に取り組めるよう保
証されている。

年２回、関連施設との合同ミーティング
時に内部研修が開催されており、研修記
録や報告書がある。参加できなかった職
員へは資料を回覧している。

12

就業規則等の規則を整備し、各種社会保
険にも加入している。研修参加・資格取
得に便宜をはらっている。職員の人数を
増やし一人一人の負担を軽減している。

15

現任職員については、月1回の内部研修と
認知症実務者研修基礎過程の受講を行っ
ているが、全職員が受講できているとは
言えない。特定職員が受講した研修の内
容については、申し送り･会議･内部研修
時に、口頭で内容を伝達している。年に5
回の外部研修に参加している。

―

14

施設全体で、利用者の人権を尊重する内
容の研修を行った。理念にも人権が入っ
ており、合同ミ－ティングの場でも話を
している。

13

16

法人内での同業者との相互訪問や情報交
換はある。また、福岡県高齢者GH協議会
総会に参加することによって、他同業者
との交流を図っている。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

17

事前面談を行い、本人自身から十分に話
を聴く機会を作っている。また、体験利
用をしてもらい、信頼関係を築くように
している。

―

19
相談時に必要とするサービス及び事業所
の情報を説明している。

―

18

契約時に具体的な家族の思いや意向を聴
く時間を作っている。また、出来るだけ
見学時や申し込み時から、家族の具体的
な思いや意向を聴く時間を作っている。

―

21

特に利用の初期は利用者の状況をこまめ
に報告して、早くホームに馴染んで頂け
る様に情報の提供や面会で協力しても
ら っ て い る 。 本 人 の 誕 生 会 や 花 見 会
（桜）などに参加してもらい、ともに行
事を体験してもらっている。また、行事
に協力をしていただき車椅子を押してい
ただいたり、他の利用者とかかわりを
持っていただいたりした。

20

調理や家事活動を利用者と職員が一緒に
行っている。テレビを見ている時に昔の
思い出や俳優･歌謡曲について伺い、職員
の知らないさまざまな話を教えてもらっ
ている。散歩をしている時に野草の名前
や用途などを伺ったり、昔の地理や建
物・そこでの活動などを伺ったりしてい
る。

―

―

22

家族以外の近隣の方や知人の方が面会に
来られた時には、又気軽にお越しいただ
くように声かけしている。利用者が今ま
で住まれていた場所の近くをドライブし
たりしている。

11

施設入所時に、家族から利用者の生活歴
等の情報を聞き取り、把握している。な
じみの人や場について日常会話から知り
得たことを記録し、職員間で情報共有を
している。買物の際には利用者の馴染み
の場所を通ったり、職員がハガキを用意
し、利用者が季節の言葉を添えて、遠方
の親族とのつながりを継続できるよう支
援している。

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

23

日頃の家事活動や体操や歌唱などの活動
を通じて皆で一緒に活動できるように配
慮し、利用者の一体感が出来るようにし
ている。利用者同士での会話中に、必要
に応じて職員が間に入り、誤解無くかか
わりあえるように支援している。外食や
喫茶を兼ねたドライブや買物をする事
で、同じホームの一員としての支えあえ
るような場面が出来やすくしている。

―

24

退居時に相談を受け付ける働きかけを
行っている。入院となり退居後も退院後
の相談を受けている。また、退居後地域
でご家族と出会う機会もあり、ご本人の
様子を伺ったり、施設へご家族が来られ
他利用者と交流されたりしている。

―

25

直接利用者本人に話を伺ったり、毎月の
ミーティングで利用者個々の希望や意向
を職員間で話し合ったりしている。ま
た、意思の表示が難しい利用者に対して
は、行動･表情から思いを汲み取ったり、
利用者に付き添って行動を共にする事で
利用者の考えや見方を把握したりするよ
うに努めている。

12

事業所は利用開始前に十分なアセスメン
トを行い、利用者及び家族の意向を把握
している。利用開始後も職員は日々の関
わりの中で思いや意向を汲み取る工夫を
しており、意思疎通が困難な利用者に対
しても表情やわずかな言動から本意を察
し、職員、家族で検討、共有している。

27

アセスメントシートを用い、時間をかけ
て一日の過ごし方や希望や心身の状態を
把握するようにしている。職員同士で記
録をとり、特に出来た事や出来そうな事･
又その時の状況の、情報共有を行うよう
にしている。

―

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

事前面談や契約の時に利用者･家族から生
活暦･趣味･嗜好などを伺っている。又、
利用後も折に触れ利用者･家族から話を
伺ってこれまでの暮らしの把握に努めて
いる。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

28

利用者･家族に話を伺い意向を踏まえた上
で、アセスメントシートを元に介護計画
を担当職員と主任で原案を作っている。
ユニットの職員全員での話し合いによ
り、正式なものを作成している。計画期
間や利用者の状況に応じて適宜見直しを
行っている。また、毎月のミーティング
で利用者の状況を話し合い見直しの要不
要を検討している。

13

事業所は介護計画を立てる際、利用者、
家族の希望をまずはとり入れ、主治医、
職員、関係者の意見を参考にして作成し
ている。その後1カ月毎に担当者がアセス
メントを行い、きめ細やかに職員は関係
者と常に検討している。最終的に６ヶ月
に１度の見直しとしており、見直しの計
画は利用者、家族に説明し同意を得てい
る。

―

29

ケース記録に個人ごとの活動の様子や気
付きの記録をつけている。ケアチェック
表にて介護計画の実施状況も記録してい
る。ケアチェック表の記録を基に次の介
護計画を検討している。出勤時や夜勤時
に必ず記録を回覧するようにし、職員同
士で情報を共有するようにしている。

―

14

かかりつけ医の看護師及び併設施設の看
護師と日常的に相談をしながら、健康管
理や医療活用の支援をしている。

―

利用者、家族の意向で希望する医療機関
への通院は基本、家族が行うが、無理な
場合には事業所が通院介助を行ってお
り、事業所への往診の医療機関の利用も
ある。介助方法や情報の伝達は文書で行
うようにしている。状況によっては医師
の意見を家族と事業所が一緒に聞き、家
族、事業所間で診療情報の共有を行って
いる。

33 ―

30

その方の介護度の変化により介護支援方
法を変えている。具体的には、食事形態
を変えたり、行事内容を変えたりして、
介護内容を見直している。

32

入居前からのかかりつけ医を希望される
方や近くの医院を希望される方など利用
者によって選択をしてもらっている。通
院の支援も家族が付き添うとしていた場
合でも、家族の都合が悪い時は職員が付
き添いをしている。又、利用者に変化が
あった時には速やかに家族に連絡をして
いる。家族が希望すれば往診の利用もで
きる。

34

利用者が安心して過せるよう病院へ情報
提供している。病院関係者と情報交換を
しながら早期退院ができるように対応し
ている。必要に応じて職員が病院まで
行って様子を伺ったりしている。

31

月に1回セラピューティックケアのボラン
ティアや民生児童委員の訪問により、利
用者と交流して頂いている。地域の演芸
ボランティアの協力で慰問を受けてい
る。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

39

着替えを用意する、献立を作る、買物、
外食など、利用者に選んでいただいてい
る。希望を言うのが難しい場合は、選び
やすいように二者択一の形でおききした
り、Yes･Noで答えられる形で問いかけを
している。又、言葉で意思表示が充分出
来ない利用者に対しては、表情や様子な
どを注意深く読み取るよう努力してい
る。

―

38

利用者の人格を尊重し声かけするときに
は、各利用者のこれまでの習慣･性格を配
慮し、その方にとって好まれる言葉･表現
をとる対応を意識して心がけている。職
員全員に個人情報保護に関する誓約書を
取っている。また、サービスステーショ
ン内にシュレッダーを購入･設置し、不要
な書類の処理をするようにした。

17

日常の関わりの中で気付いた点はすぐに
注意し合う等、職員全員が利用者の人格
を尊重し、プライバシーに配慮した支援
に努めている。管理者はミーティングや
接遇研修でプライバシー保護について、
職員への意識付けを行っている。実習の
学生へも守秘義務について職員が説明
し、理解を求めている。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37
消防計画を作成し消防訓練を実施してい
る。自衛消防訓練を年2回（直近ではＨ
26.11.20、H27.5.27）行っている。

36 ―

16

15

避難訓練は年２回実施し、消防署の協力
を得て計画的に、消火器の使い方、避難
経路の確認、通報方法手順、初期消火な
どの訓練を行っている。併設の施設や地
域に住む職員への協力依頼をしている。
非常用の食品は厨房付近に、防寒具は和
室に準備されている。

「緊急時の対応」があり、重度化の事業
所の対応方針は明文化されている。家族
への説明も行われ同意を得ている。更に
事業所の医療対応についても「利用契約
書」に記載されているように、家族が安
心できるものとなっている。これらは職
員も理解しており、利用者の急な状態の
変化に対応できる事業所独自のマニュア
ルも準備されている。

緊急時対応についての研修をホーム内で
行なった（H27.1.22、H27.2.19）事はあ
るが、定期的･継続的とはいえない。全職
員が緊急時に適切な応急手当を出来ると
まではいかない。併設施設があるので、
そちらの看護師が対応している。救命救
急講習は7名の職員が受講済みである。

35

重度化及び終末期においては、家族やか
かりつけ医と協議をし、医療機関や併設
施設の特別養護老人ホーム等の利用にむ
けた方針を取り決めている。
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

41

理美容は月1回来る移動美容室を利用して
いる。衣類の購入は、職員が利用者と一
緒にお店に行き選んで頂いている。選ぶ
のが難しい利用者の場合は家族に持って
きて頂いたり、職員が見立てて購入した
りしている。身だしなみが自分で出来る
利用者には基本は自身でしていただき、
季節的に不都合がある場合などは声かけ
し整えている。

40

食事･入浴や食器拭き･掃除などにかなり
時間のかかる方にも、健康に支障がない
範囲で、納得されるまでしていただき、
基本的には利用者のペースに合わせてい
る。また、利用者から急に希望が出た場
合は本人と話をしながら段取りを組み、
出来るだけ早く希望をかなえられるよう
努力している。

―

42

―

献立は併設の施設の栄養士が栄養バラン
スや熱量を考慮し立てている。それを事
業所職員が個々に合わせた温度や盛り付
けにし、食欲が増すような工夫をしてい
る。また一緒に食事を摂りながら楽しめ
る雰囲気作りにも努めている。配膳から
片付けまで、利用者が個々にできること
を自由に行い、食事時間がなごやかなひ
とときとなっている。

食事時間中は職員も同じテーブルにつ
き、一緒に食事をしながら利用者のペー
スやプライドに配慮し、さりげなく見守
り･介助を行っている。配膳・洗い物が得
意な利用者に参加頂き、役割を感じ食事
を楽しんで頂いている。簡単な調理やお
やつ作りなどで作る楽しみを感じて頂い
ている。

18

43

利用者の食事量･飲水量はチェックシート
に記入して一人一人摂取量を把握してい
る。ホーム内の管理栄養士が1400キロカ
ロリーになるように、献立を作成してい
る。また、疾病･体格･運動量･年齢･性別
などにより個別に必要カロリーを出して
おり、必要な利用者に対しては主食の量
の制限をしている。

―

―44

毎食後口腔ケアを自身で出来る利用者に
は声かけをし、して頂いている。自身で
することが難しい利用者には、出来ない
部分を介助している。毎週木曜日に訪問
歯科診療を受けており、必要に応じて口
腔内のチェックや治療をしてもらってい
る。毎晩義歯を預かり義歯洗浄剤で消毒
している。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

45

特定の利用者の排泄パターン、排泄状況
を把握し、利用者一人一人の心身状態、
時間帯、その日の体調に合わせて、下着
の使い分けをしている。失禁を防ぐ為
に、一定の時間ごとに、自立している方
を除いた全利用者に、声かけ･誘導をして
いる。自立の方に関しても把握は出来て
いる。

水分補給の必要性や便秘がもたらす影響
についての勉強会を行った。日中散歩や
廊下歩行･体操などの活動を促している。
又、バナナや牛乳を摂る事で排便を促し
ている。下剤を使っている方も調整をし
必要最低限で済む様にしている。

―

20

46

47

基本、入浴は週に３回としているが、利
用者の状態によってはいつでも入れるよ
うに準備している。職員はお湯の温度や
入浴時間など、できるだけ利用者個々の
入浴方法をとり入れ、利用者が気持ち良
く入浴できるように配慮している。

入浴は週3回行っている。体調に無理の無
い範囲で入って頂き、入っている時間も
個人の希望を優先しゆったり入浴頂いて
いる。

19

事業所は利用者の自立した排泄を見守っ
ている。声掛けや介助が必要な利用者に
は、利用者の言動や排泄チェック表を参
考に誘い、「トイレでの排泄」を基本と
した支援をしている。またオムツや尿取
りパットの見直しも常に行い、なるべく
使用しない排泄の自立に向けている。利
用者が失禁した場合は、周囲に気付かれ
ないように個室での更衣を支援してい
る。

49

各利用者ごとに一日の服薬分を仕分け、
服薬時間前にその都度服薬分のみに分け
る。職員二名で仕分け･投薬時の確認を
し、服薬も確実に確認している。薬の説
明書をファイルに綴じている。薬の変更
は申し送りノートに記入し、その月の
ミーティングで確認をしている。

48

全利用者に対して安眠の支援が出来てお
り、充分な睡眠が取れないなどで、支障
が生じている方はいない。日中の活動参
加の声かけや、日中の活動量を確保し、
カーテン･ブラインドを閉めたり、音･光
のトーンを下げたりして、夜に向けての
雰囲気作りをしている。

―

―

50

家事手伝いに意欲的に参加頂いている。
力仕事や掃除・配膳・洗い物・縫物など
その方の得意とされるものを見極め、負
担の無い程度に参加頂く。楽しみながら
役割を感じて頂けるよう支援を行ってい
る。出来ることや好きな事を日々出来る
よう集団ケア・個別ケアを織り交ぜ支援
を行っている。

―
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

事業所は行事担当者が外出や行事を毎
月、計画を立てている。水族館や博物
館、レジャー施設など普段行けないよう
な場所への外出や、家族の協力を得て神
社への外出も行うなど積極的に支援して
いる。また歩行困難の利用者にも同じ頻
度での外出が出来るよう努めている。

51

54

額、観葉植物、花を飾ったり、行事の写
真を掲示したりしている。浴室の入り口
に暖簾を設置している。また、難聴の利
用者には耳元で話をするようにしてお
り 、 余 計 な 音 は 立 て ず 、 テ レ ビ の ボ
リュームも調整している。光の調整は、
カーテン･ブラインドで職員が調整してい
る。廊下の照明は夜間は明るすぎる為、
ライトの本数を減らすなど工夫してい
る。館内放送も時間帯によっては音量調
整している。

22

清潔で広々とした居間は眺望良く、窓か
らの山々の緑が目に入り、心地よい空間
となっている。キーボードやテレビ、本
棚、ソファーの他、地域婦人会からの心
のこもった作品や利用者の外出時の写真
も掲示されている。別室となっている食
堂は調理者との対話が楽しめる空間と
なっており、プランター菜園も見られ、
家庭的な雰囲気となるよう工夫されてい
る。

52

小銭をもたれている方もいるが、基本的
には金銭は所持していただかないように
している。外出時、利用者に「支払いを
しませんか」と声かけするなど、自身で
支払いが出来そうな利用者には、外出の
際に支払いをしていただく場面を積極的
に作っている。

53
本人の希望があれば家族などへの電話の
取次ぎをしている。

―

21

―

散歩は声かけを行い、日常的に行ってい
る。車が空いていればドライブをするこ
ともある。買物は施設の立地条件や人員
配置の都合により日常的に行っていると
はいえない。

55 ―
廊下の椅子・廊下のソファーなど、利用
者が思い思いに過せるような場所を複数
用意している。
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

ホームの備え付けはベッド、クローゼッ
ト、たんす、洗面台、電灯、カーテン、
エアコン、スクリーンがあり、利用者・
家族によってはタンス、テレビ、位牌、
額、思い出の品、なじみの品などを持ち
込まれている。誕生日やクリスマスの時
にプレゼントをしたりして、それを飾っ
たりしている。

室面積は広く余裕のある室内で家族や知
人が訪ねて来ても、自室でゆったり過ご
せる居室となっている。介護ベットと小
タンスが備え付けられており、物品の持
ち込みは自由で、テレビ、本棚、机、椅
子等、利用者の馴染みの物を持って来る
ことができる。家族写真や趣味の飾りな
どあり、それぞれの利用者がくつろげる
居室となっている。

57

不安や混乱のある利用者の居室入口には
大きめの名札や分かりやすい印をつけて
いる。食堂やトイレに表示をしている。
入浴時に「ゆ」の暖簾をかけ、浴室が分
かるようにしている。必要な利用者には
ポータブルトイレや歩行器・車椅子使用
など、一人一人の身体機能の状態に合わ
せた対応をしている。

56 23
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＡ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3
ヘルパー2級や介護福祉士の実習生受入をし
ている。地元の老人会の見学を受け入れてい
る。中学生の職場体験の受入もした。

5

2

介護支援専門員の実習生受入をしている。夏
祭りの時も近隣の方に声をかけてきていただ
いている。中学生の職場体験の受入もした。
また、地域の清掃活動への参加もしている。

1

6

4

「利用者の尊厳保持に努め、その方らしさを
追及し、安らかな生活環境と心あるケアに取
り組む。また、地域と交流し事業所の機能を
地域に還元する。」を理念としている。理念
を朝礼時に声に出して読んでいる。職員全体
会議の時に管理者を交えて、ケアについて話
し合いをしている。また、新人職員に理念の
配布もしている。

4

運営推進会議では報告内容を資料としてまと
め、それを基に話し合いをしている。出され
た意見は後日議事録にまとめ、改善の検討を
している。また、どのような内容を会議で取
り上げて欲しいか開催の度に参加者全員に必
ず伺うようにしたり、前回での指摘項目に対
し検討結果を次回の開催時の最初に伝えてい
る。

3

身体拘束しない為に、職員同士が注意しあっ
て、特に転倒転落の危険性の高い利用者に対
しては常に誰かが見守りしたり職員と同じ部
屋で過していただいたりしている。建物の構
造として、グループホームが三階と四階に
なっており、利用者単独での階段利用の危険
がある為、ユニットの玄関は終日施錠してい
る。

5

定期的に機関紙「あゆみ」の持参をしたり、
入所待機の相談をするなど行政担当者と行き
来する機会がある。行政と共にサービスの質
の向上に取り組んでいる。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

施設全体で定期的に事故再発防止委員会･身
体拘束廃止委員会の場で話し合いをしてい
る。その場で出た意見や情報は職員全員に回
覧している。又、入浴時に身体の観察を行
い、原因不明のあざ等があれば、なぜそのあ
ざ等が出来たか職員皆で話し合って考えてい
る。

12

就業規則等の規則を整備し、各種社会保険に
も加入している。研修参加・資格取得に便宜
をはらっている。職員の人数を増やし一人一
人の負担を軽減している。

―

10

職員に話し易い様ななじみの関係を作るよう
に努め、適宜意見や不満を伺うようにしてい
る。契約時に苦情処理について家族に説明を
している。又、重要事項説明書に苦情の受付
機関の所在地･電話番号･ファックス番号を掲
載している。介護計画書を家族に送付する時
に要望を伺う用紙を同封している。家族面会
時に何か要望がないか伺っている。玄関に意
見箱を設置している。

7

11

月に1度ミーティングを行っており、そこで
出た意見を文章にまとめて管理者･運営者に
報告している。同じ書類をそれぞれのユニッ
トで回覧している。急を要する案件は、その
都度リーダーが直接運営者や管理者に伺って
いる。又、ミーティングに運営者･管理者が
出席して直接職員に意見を聞いている。

8

6

9

契約・解約時に必ず充分な説明（重要説明事
項を用いて）を行う機会を設けている。契約
前は出来るだけ利用者･家族に見学をしても
らい、分からない事があれば聞いてもらうよ
うにしている。解約前には家族と連絡を取
り、困難な状況の報告･説明を行い一緒に解
決策を考えてもらうようにしている。

―

8

職員には地域権利擁護事業･成年後見制度に
関する資料をインターネットで探し勉強会を
行った。制度に関するパンフレットをホーム
の玄関に用意し誰でも手に取って見られるよ
うにしている。

―
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17
事前面談を行い、本人自身から十分に話を聴
く機会を作っている。また、体験利用をして
もらい、信頼関係を築くようにしている。

―

18

契約時に具体的な家族の思いや意向を聴く時
間を作っている。また、出来るだけ見学時や
申し込み時から、家族の具体的な思いや意向
を聴く時間を作っている。

―

15

現任職員については、月1回の内部研修と認
知症実務者研修基礎過程の受講を行っている
が、全職員が受講できているとは言えない。
特定職員が受講した研修の内容については、
申し送り･会議･内部研修時に、口頭で内容を
伝達している。年に5回の外部研修に参加し
ている。

―

16

法人内での同業者との相互訪問や情報交換は
ある。また、福岡県高齢者GH協議会総会に参
加することによって、他同業者との交流を
図っている。

―

14
施設全体で、利用者の人権を尊重する内容の
研修を行った。理念にも人権が入っており、
合同ミ－ティングの場でも話をしている。

13

職員の採用にあたっては、労働基準法の定め
るところにより行っている。個々の能力を生
かした行事等に取り組ませている。資格取得
については勤務日などに配慮している。

9

10
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24
過去にはあったが、この一年は該当する事例
は無い。

―

22

家族以外の近隣の方や知人の方が面会に来ら
れた時には、又気軽にお越しいただくように
声かけしている。利用者が今まで住まれてい
た場所の近くをドライブしたりしている。ま
た、入居以前から参加していた地域のグラン
ドゴルフに継続して参加できるよう支援もし
た。

11

23

日頃の家事活動や体操や歌唱などの活動を通
じて皆で一緒に活動できるように配慮し、利
用者の一体感が出来るようにしている。利用
者同士での会話中に、必要に応じて職員が間
に入り、誤解無くかかわりあえるように支援
している。外食や喫茶を兼ねたドライブや買
物をする事で、同じホームの一員としての支
えあえるような場面が出来やすくしている。

―

21

特に利用の初期は利用者の状況をこまめに報
告して、早くホームに馴染んで頂ける様に情
報の提供や面会で協力してもらっている。花
見会（桜）などに参加してもらい、ともに行
事を体験してもらっている。また、面会を兼
ねて受診の付き添いをしていただいた。

20

調理や家事活動を利用者と職員が一緒に行っ
ている。テレビを見ている時に昔の思い出や
俳優･歌謡曲について伺い、職員の知らない
さまざまな話を教えてもらっている。散歩を
している時に野草の名前や用途などを伺った
り、昔の地理や建物・そこでの活動などを
伺ったりしている。

―

―

19
相談時に必要とするサービス及び事業所の情
報を説明している。

―
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

事前面談や契約の時に利用者･家族から生活
暦･趣味･嗜好などを伺っている。又、利用後
も折に触れ利用者･家族から話を伺ってこれ
までの暮らしの把握に努めている。

25

直接利用者本人に話を伺ったり、毎月のミー
ティングで利用者個々の希望や意向を職員間
で話し合ったりしている。また、意思の表示
が難しい利用者に対しては、行動･表情から
思いを汲み取ったり、利用者に付き添って行
動を共にする事で利用者の考えや見方を把握
したりするように努めている。

12

―

29

ケース記録に個人ごとの活動の様子や気付き
の記録をつけている。ケアチェック表にて介
護計画の実施状況も記録している。ケア
チェック表の記録を基に次の介護計画を検討
している。出勤時や夜勤時に必ず記録を回覧
するようにし、職員同士で情報を共有するよ
うにしている。

―

30

その方の介護度の変化により介護支援方法を
変えている。具体的には、食事形態を変えた
り、行事内容を変えたりして、介護内容を見
直している。

28

利用者･家族に話を伺い意向を踏まえた上
で、アセスメントシートを元に介護計画を担
当職員と主任で原案を作っている。ユニット
の職員全員での話し合いにより、正式なもの
を作成している。計画期間や利用者の状況に
応じて適宜見直しを行っている。また、毎月
のミーティングで利用者の状況を話し合い見
直しの要不要を検討している。

27

アセスメントシートを用い、時間をかけて一
日の過ごし方や希望や心身の状態を把握する
ようにしている。職員同士で記録をとり、特
に出来た事や出来そうな事･又その時の状況
の、情報共有を行うようにしている。

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31

月に1回セラピューティックケアのボラン
ティアや民生児童委員の訪問により、利用者
と交流して頂いている。地域の演芸ボラン
ティアの協力で慰問を受けている。

―

32

入居前からのかかりつけ医を希望される方や
近くの医院を希望される方など利用者によっ
て選択をしてもらっている。通院の支援も家
族が付き添うとしていた場合でも、家族の都
合が悪い時は職員が付き添いをしている。
又、利用者に変化があった時には速やかに家
族に連絡をしている。家族が希望すれば往診
の利用もできる。

34

利用者が安心して過せるよう病院へ情報提供
している。病院関係者と情報交換をしながら
早期退院ができるように対応している。必要
に応じて職員が病院まで行って様子を伺った
りしている。

14

33
かかりつけ医の看護師及び併設施設の看護師
と日常的に相談をしながら、健康管理や医療
活用の支援をしている。

緊急時対応についての研修をホーム内で行
なった（H27.1.22、H27.2.19）事はあるが、
定期的･継続的とはいえない。全職員が緊急
時に適切な応急手当を出来るとまではいかな
い。併設施設があるので、そちらの看護師が
対応している。救命救急講習は7名の職員が
受講済みである。

35

重度化及び終末期においては、家族やかかり
つけ医と協議をし、医療機関や併設施設の特
別養護老人ホーム等の利用にむけた方針を取
り決めている。

36 ―

15

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37
消防計画を作成し消防訓練を実施している。
自 衛 消 防 訓 練 を 年 2 回 （ 直 近 で は Ｈ
26.11.20、H27.5.27）行っている。

16

―

食事時間中職員も同じテーブルについて、一
緒に食事をしながら見守り･介助をし、楽し
い雰囲気作りを行っている。全職員が利用者
のペースやプライドに配慮し、穏やかにさり
げなく介助している。配膳・片付けなど利用
者にして頂いている。月に1回程度は外食を
している。

18

41

理美容は本人の希望により、月1回来る移動
美容室や外部のサロンを利用している。化粧
品や衣類の購入は、家族に相談して持ってき
て頂いたり、職員が本人と一緒に店に行き選
んで購入したりしている。身だしなみがやお
しゃれは基本は自身でしていただくが、環境
にそぐわない場合などは声かけし整えてい
る。

40

食事･入浴や食器拭き･掃除などにかなり時間
のかかる方にも、健康に支障がない範囲で、
納得されるまでしていただき、基本的には利
用者のペースに合わせている。また、利用者
から急に希望が出た場合は本人と話をしなが
ら段取りを組み、出来るだけ早く希望をかな
えられるよう努力している。

―

42

38

利用者の人格を尊重し声かけするときには、
各利用者のこれまでの習慣･性格を配慮し、
その方にとって好まれる言葉･表現をとる対
応を意識して心がけている。職員全員に個人
情報保護に関する誓約書を取っている。ま
た、サービスステーション内にシュレッダー
を購入･設置し、不要な書類の処理をするよ
うにした。

17

39

着替えを用意する、献立を作る、買物、外食
など、利用者に選んでいただいている。希望
を言うのが難しい場合は、選びやすいように
二者択一の形でおききしたり、Yes･Noで答え
られる形で問いかけをしている。又、言葉で
意思表示が充分出来ない利用者に対しては、
表情や様子などを注意深く読み取るよう努力
している。

―
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44

毎食後口腔ケアを自身で出来る利用者には声
かけをし、して頂いている。自身ですること
が難しい利用者には、出来ない部分を介助し
ている。毎週木曜日に訪問歯科診療を受けて
おり、必要に応じて口腔内のチェックや治療
をしてもらっている。毎晩義歯を預かり義歯
洗浄剤で消毒している。

48

全利用者に対して安眠の支援が出来ており、
充分な睡眠が取れないなどで、支障が生じて
いる方はいない。日中の活動参加の声かけ
や、日中の活動量を確保し、カーテン･ブラ
インドを閉めたり、音･光のトーンを下げた
りして、夜に向けての雰囲気作りをしてい
る。

43

利用者の食事量･飲水量はチェックシートに
記入して一人一人摂取量を把握している。
ホーム内の管理栄養士が1400キロカロリーに
なるように、献立を作成している。また、疾
病･体格･運動量･年齢･性別などにより個別に
必要カロリーを出しており、必要な利用者に
対しては主食の量の制限をしている。

入浴は基本的に週3回としている。体調に無
理の無い範囲で、入っている時間も個人の希
望に合わせたり、入る順番も希望に添えるよ
うにしたりしている。入浴を拒否される利用
者には、無理強いはせず、時間を置いて改め
て声かけしている。希望に応じて清拭は行っ
ている。

1945

特定の利用者の排泄パターン、排泄状況を把
握し、利用者一人一人の心身状態、時間帯、
その日の体調に合わせて、下着の使い分けを
している。失禁を防ぐ為に、一定の時間ごと
に、自立している方を除いた全利用者に、声
かけ･誘導をしている。自立の方に関しても
把握は出来ている。

水分補給の必要性や便秘がもたらす影響につ
いての勉強会を行った。日中散歩や廊下歩
行･体操などの活動を促している。又、バナ
ナや牛乳を摂る事で排便を促している。下剤
を使っている方も調整をし必要最低限で済む
様にしている。

―

20

46

47

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

額、観葉植物、花を飾ったり、行事の写真を
掲示したりしている。浴室の入り口に暖簾を
設置している。また、難聴の利用者には耳元
で話をするようにしており、余計な音は立て
ず、テレビのボリュームも調整している。光
の調整は、カーテン･ブラインドで職員が調
整している。廊下の照明は夜間は明るすぎる
為、ライトの本数を減らすなど工夫してい
る。館内放送も時間帯によっては音量調整し
ている。

22

53

本人の希望があれば家族などへの電話の取次
ぎをしている。家族と葉書のやり取りをして
いる利用者もいる。返事を書く時間が持てる
ように支援している。

52

小銭をもたれている方もいるが、基本的には
金銭は所持していただかないようにしてい
る。外出時、利用者に「支払いをしません
か」と声かけするなど、自身で支払いが出来
そうな利用者には、外出の際に支払いをして
いただく場面を積極的に作っている。

51

―

21

散歩は声かけを行い、日常的に行っている。
車が空いていればドライブをすることもあ
る。買物は施設の立地条件や人員配置の都合
により日常的に行っているとはいえない。

50

配膳・洗濯物干し・洗濯物たたみ・掃除は利
用者に手伝って頂いている。カラオケ・ぬり
絵・書写など趣味の時間が持てるように支援
している。新聞・雑誌はいつでも読めるよう
にフロアに置いている。散歩・ドライブ・買
物・外食・喫茶など外出する機会も積極的に
作っている。

―

49

リーダーがチェックシートを見ながら、各自
の薬包にマジックで日付を付け、薬包数を記
入し、服薬も確実に確認している。薬の説明
書をファイルに綴じている。薬の目的や副作
用、用法、用量についてミーティングで確認
している。薬の変更時も申し送りノートに書
き、ミーティングで確認している。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

不安や混乱のある利用者の居室入口には大き
めの名札や分かりやすい印をつけている。食
堂やトイレに表示をしている。入浴時に
「ゆ」の暖簾をかけ、浴室が分かるようにし
ている。必要な利用者にはポータブルトイレ
や歩行器・車椅子使用など、一人一人の身体
機能の状態に合わせた対応をしている。

56

55 ―

23

廊下の椅子・廊下のソファーなど、利用者が
思い思いに過せるような場所を複数用意して
いる。

―

ホームの備え付けはベッド、クローゼット、
たんす、洗面台、電灯、カーテン、エアコ
ン、スクリーンがあり、利用者・家族によっ
てはタンス、テレビ、位牌、額、思い出の
品、なじみの品などを持ち込まれている。誕
生日やクリスマスの時にプレゼントをしたり
して、それを飾ったりしている。
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取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　グループホーム　同行園（ユニットＢ） 自己評価および外部評価結果 平成27年9月17日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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